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1997年１月から2003年12月までの７年間に行われた

453例のLC症例を対象とした。疾患内訳（表ｌ）は，

胆石胆嚢炎が393例（うち，ポリープ：２例，胆雲腺

腫：２例，胆雲腺筋症：１１例の合併を認めた)，無石

胆雲炎が31例（ポリープ：６例，胆雲腺筋症：２例が

合併)，胆嚢ポリープが20例（胆雲腺腫：ｌ例，胆嚢

腺筋症：１例が合併)，胆雲腺筋症が20例（腺筋症単

』
白要

当院における腹腔鏡下胆妻摘出術（以下LC）の開腹移行症例について検討した。対象としたLC症例

は，1997年１月から2003年12月までの７年間に行われた453例である。このうち，術中開腹移行したも

のは，３６例（7.9％）であった。開腹移行理由は，２４例が高度癒着・炎症と最も多かった。術後合併症

は，２例に胆汁痩を認めたが，それ以外には重篤な合併症を認めなかった。症例を，開腹に移行した群

と腹腔鏡下手術完遂群に群別し，術前・術中・術後因子について検討した。術前因子では，ＢＭＩ・ＣＲＰ

値で有意差を認めた。術中因子では，手術時間・出血量・胆石巌頓の有無のいずれの場合も，有意差を

認めた。術後因子では，ＳＳＩ（SurgicaIsiteinfection）の有無，術後在院日数のいずれの場合も，有意

差を認めた。ＢＭＩが高い場合やマ術前に炎症がある場合↑胆石韻頓がある場合は，開腹移行する可能性

が高くなると思われた。また，開腹移行した場合には､手術時間・出血量が増大し，患者体力の回復ま

での期間が延長することが予想された。ＬＣ手術を行う場合は，開腹移行する可能性があることを考慮

して，手術に臨む必要があると思われた。

かつては，胆嚢炎・肝硬変・開腹既往歴・出血傾向

のある症例や，胆雲癌が疑われる症例は，相対・絶対

禁忌であるとされていた21が，現在ではLCの適応と考

えられることが多くなり，その適応が拡大される傾向

にある3)。当院では，下記の如く適応を決めている。

上腹部開腹既往のある場合や妊娠症例は，原則適応外

と考えている。胆雲炎・肝硬変・出血傾向のある場合

・胆嚢癌が疑われる例などは，個々の症例ごとに検討

し，術者の判断で術式を選択することとしている。

はじめに

1987年にフランスのMouretにより始まった腹腔鏡下

胆嚢摘出術（以下LC）’１は，当院では1992年１月から

導入された。導入後２年間は，胆雲摘出術の約30％を

占めるのみであったが，1995年に症例数が開腹胆雲摘

出術を上回って以来，胆雲摘出術の標準術式のひとつ

となっており，現在では胆雲摘出術の約60％を占めて

いる。開腹移行症例について，検討したので報告す

る。

対象と方法
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ＬＣの適応
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